
項    目

作

業

に

係

る

措

置

公害防止対策

※例

特定建設作業の実施は最小限とする

丁寧な作業に努める

不要時には機械の電源を切る

機械の複数同時使用を極力控える

防音シート、パネルを設置する

緩衝材を設置する 等

公害防止の管理体制について

現場周辺のパトロールの実施について

周辺における

住宅、教育施設、病院等の

有無について

苦情発生時の処理体制について

周辺住民への周知の方法について

その他の配慮事項

氏  名 代行者も選任している場合、その氏名

安全 守 安全 大一

騒音防止の方法

（チッピングハンマー）を使用する作業

内         容

・割れない時は、打撃位置を変更するなど作業の効率化を図る。

・丁寧な作業に努める。

・工事現場の周辺に防音シートを設ける。

・機械にマフラーを取り付けて作業する。

・適切な力で機械を使用する。

工

事

現

場

に

お

け

る

措

置

(

該

当

す

る

事

項

に

〇

印

を

し

て

く

だ

さ

い

)

 １．苦情対応責任者

  〔 ａ．選任（常駐・非常駐［代行者選任］）  ｂ．所⾧兼務 〕

 ２．苦情専用窓口設置   ３．ガードマン設置

 ４．その他 （                        ）

 １．定期的に実施  ２．随時実施

 １．有（約80ｍ以内に以下の施設が）

  ａ．住宅 （密集・普通・疎） ｂ．病院 ｃ．事務所（密集・普通・疎）

  ｄ．教育施設 ｅ．精密機械工場等 ｆ．その他静謐を必要とする施設

 ２．無

搬出入道路と周辺の状況について
 主として通過する道路  〔 １．幹線 ２．細街路 〕

 道路周辺の民家等    〔 １．密集 ２．普通 ３．疎 〕

 １．現場責任で対応  ２．本社責任で対応

 ３．その他（                         ）
 １．説明会  ２．地元役員等折衝  ３．各戸説明  ４．立看板

 ５．周知文配布  ６．その他（                ）

・工事期間中、作業工程等を現場に掲示する。

・散水を行い、粉塵の抑制に努める。

本作業の公害防止責任者



項    目

作

業

に

係

る

措

置

公害防止対策

※例

特定建設作業の実施は最小限とする

丁寧な作業に努める

不要時には機械の電源を切る

機械の複数同時使用を極力控える

防音シート、パネルを設置する

緩衝材を設置する 等

公害防止の管理体制について

現場周辺のパトロールの実施について

周辺における

住宅、教育施設、病院等の

有無について

苦情発生時の処理体制について

周辺住民への周知の方法について

その他の配慮事項

氏  名 代行者も選任している場合、その氏名

安全 守 安全 大一

騒音防止の方法

（コンプレッサー）を使用する作業

内         容

・丁寧な作業に努める。

・工事現場の周辺に防音シートを設ける。

・機械にサイレンサーを取り付ける。

・防音ボックスにコンプレッサーを入れて使用する。

工

事

現

場

に

お

け

る

措

置

(

該

当

す

る

事

項

に

〇

印

を

し

て

く

だ

さ

い

)

 １．苦情対応責任者

  〔 ａ．選任（常駐・非常駐［代行者選任］）  ｂ．所⾧兼務 〕

 ２．苦情専用窓口設置   ３．ガードマン設置

 ４．その他 （                        ）

 １．定期的に実施  ２．随時実施

 １．有（約80ｍ以内に以下の施設が）

  ａ．住宅 （密集・普通・疎） ｂ．病院 ｃ．事務所（密集・普通・疎）

  ｄ．教育施設 ｅ．精密機械工場等 ｆ．その他静謐を必要とする施設

 ２．無

搬出入道路と周辺の状況について
 主として通過する道路  〔 １．幹線 ２．細街路 〕

 道路周辺の民家等    〔 １．密集 ２．普通 ３．疎 〕

 １．現場責任で対応  ２．本社責任で対応

 ３．その他（                         ）
 １．説明会  ２．地元役員等折衝  ３．各戸説明  ４．立看板

 ５．周知文配布  ６．その他（                ）

・工事期間中、作業工程等を現場に掲示する。

本作業の公害防止責任者



項    目

作

業

に

係

る

措

置

公害防止対策

※例

特定建設作業の実施は最小限とする

丁寧な作業に努める

不要時には機械の電源を切る

機械の複数同時使用を極力控える

防音シート、パネルを設置する

緩衝材を設置する 等

公害防止の管理体制について

現場周辺のパトロールの実施について

周辺における

住宅、教育施設、病院等の

有無について

苦情発生時の処理体制について

周辺住民への周知の方法について

その他の配慮事項

氏  名 代行者も選任している場合、その氏名

安全 守 安全 大一

振動防止の方法

（ブレーカー）を使用する作業

工

事

現

場

に

お

け

る

措

置

(

該

当

す

る

事

項

に

〇

印

を

し

て

く

だ

さ

い

)

 １．苦情対応責任者

  〔 ａ．選任（常駐・非常駐［代行者選任］）  ｂ．所⾧兼務 〕

 ２．苦情専用窓口設置   ３．ガードマン設置

 ４．その他 （                        ）

 １．定期的に実施  ２．随時実施

 １．有（約80ｍ以内に以下の施設が）

  ａ．住宅 （密集・普通・疎） ｂ．病院 ｃ．事務所（密集・普通・疎）

  ｄ．教育施設 ｅ．精密機械工場等 ｆ．その他静謐を必要とする施設

 ２．無

内         容

・割れない時は、打撃位置を変更するなど作業の効率化を図る。

・丁寧な作業に努める。

・作業箇所周辺の地面に防振ゴムなどで作られたタイルを使用する。

・機械に防振ゴムを取り付けて作業する。

・適切な力で機械を使用する。

搬出入道路と周辺の状況について

本作業の公害防止責任者

 主として通過する道路  〔 １．幹線 ２．細街路 〕

 道路周辺の民家等    〔 １．密集 ２．普通 ３．疎 〕

 １．現場責任で対応  ２．本社責任で対応

 ３．その他（                         ）
 １．説明会  ２．地元役員等折衝  ３．各戸説明  ４．立看板

 ５．周知文配布  ６．その他（                ）

・工事期間中、作業工程等を現場に掲示する。

・散水を行い、粉塵の抑制に努める。


